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婦人科癌進行期分類の 問題点

1）婦人科癌進行期分類 の 改訂

JR札幌病院　寒河江 悟

　2009年 10月南 ア フ リ カ で の FIGO 総 会に お い

て ，Cancer　Committee （伊の S．　Pecorelli委員長）
か ら提 案 され て い た FIGO 臨床進 行期 分類 2008
が 総会に お い て 承認され 世界に 公布 された．こ の

改訂案 に関 して は，こ れ まで GCIG ，　 IGCS ，　 SGO
な ど婦 人科腫瘍 の 関連学会や団体 との 協議が行わ

れて きて お り，その 討議の 経緯に つ い て述べ る．

　各臓器 の 進行期分類 にお ける具体 的な改訂の ポ

イ ン トは以 下の ご と くで ある．

　外陰癌 で は ，腫瘍 の 大 きさ とは 関係な く， リ ン

パ 節転移の あ りなし，肉眼的あ る い は顕微鏡的リ

ン パ 節転移 の 個 数，などに よ り分類す る．

　子宮体癌で は ，術式 と して ，大網切 除　リ ン パ

節郭清の リス ク別対応 を指示 し て お り，
0 期は進

行期分類 か ら削除 され，1期 は IA 期筋層浸潤 1／2
未満，IB 期筋層浸潤 1／2以 上 ，　 II期は粘膜内か 間

質浸潤の 有無に か か わ らず細 分類な し．HI 期は 1／
II期で 細胞診陽性で IIIA期に upstage されな い ．

　 子宮肉腫で は ， 今回新 たに進行期 分類 を制定 し

た．平滑筋 肉腫 と内膜 間質肉腫 は 1期 を腫 瘍径 5
cm で 分類 し，　 IA 期 と IB期 とし，腺 肉腫 は粘膜

内，筋 層 浸 潤 1／2で 分 類 し，IA 期 ，　 IB 期，　 IC
期に細分類 され た．全体 として 1期は子宮に限局，
II期 は 子宮 を超 えるが骨盤 内 まで ，

　III期腹 腔内進

展 ， IV 期は膀胱 ・直腸浸潤ある い は遠隔転移と分
類 され た ．

　子宮頸癌で は ，0期が進行期分類か ら削除さ れ，
HA 期 を腫瘍 径 4c皿 で IIAI期 と IIA2期 に細 分

類 さ れ た．

　最後に
， 今後の 本邦で の 対応を考慮する 上 で 問

題 となるポ イン トに つ い て 私見 を交 えて 説 明 を予

定 して い る．

2）子宮頸癌

筑波大学 岡　田　智　志

　癌進行期分類 は，治療法の 決定や 予後の 推定あ

る い は治療成績の評価な どに 際し最も基本 となる

もの で あ る． 日本 で は FIGO に よる 臨床進行期分

類 と UICC に よる TNM 分類 を採 用 して い るが，
子宮頸癌の FIGO 進行期分類 に は大 きな特徴 が 2
つ あ る．す なわ ち，1）原則 と して治療開始前に決

定する こ と、2）進行期決 定 に 際 して CT や MRI
の 所見を参考に しな い こ と，で ある ．

　 しか しな が ら，実地診療で は 画像所見 に基づ い

て 治療 方針 が決定され る こ と も少 な くな い ．他に

も微小 浸潤癌 （特 に腺癌） の 細分類 や脈管侵襲の

取 り扱 い な ど，さまざまな問題点が こ れ まで 指摘

され て い る ．

　2009年秋 の FIGO 総会 に て 子宮頸癌 の 進行期
分 類が改訂 され ， 子宮頸癌 IIA期 が IB 期 と 同様 ，

腫 瘍径 に よ っ て IIAI期 と IIA2期 に 細 分類 され

る こ ととな っ た．IIA 期の 予後因子に 関する 文献
報 告 は少 な い た め，我 々 は 1991年か ら 2009年 9

月 まで に 当院で 初回治療 を行 っ た 子宮頸癌 IIA
期 52例 で 腫瘍径 が予後 因子 とな る か どうか を検

討した ．た だ し今回は後方視的検討 なの で ，腫瘍
径 は  診察記録 ，   MRI 等の 画像   手術 摘出標

本 ，の い ず れかで判 定 した．結果 は手術例 38例 に

つ い て深 部間質浸潤 とリ ン パ 節転移，腫瘍径 4cm
超 が単変 量解 析で 有 意な予後 因子 とな り，多変量

解析 に て腫 瘍径 の み が 独 立 し た予 後因 子で あ っ

た．照射例 は 14例 と少 なか っ たが ，腫 瘍径 4cm
超は有意な予 後因子で あ っ た．以 L よ り子宮頸癌
IIA 期 にお い て 腫瘍 径 は独 立 した予後 因子 で あ る

こ とが示 唆 され た ．今後 ， 他施設 の 症例 もあわせ

て更 な る検討 （特 に放射線治療例 に つ い て ）を行

う予 定で ある ．

　本 講演 で は ，IIA 期細 分類 の 検 討結果 を中心 に，
子宮頸癌 の 進 行期分類 とその 問題点 に つ い て 概説

する．
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